
平成™�年Ÿ月Ÿ日 金曜日 (第�š› 号付録) �月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

六
六

船
員
に
関
す
る
雇
用
の
分
野

に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機

会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

一
七
160

一
二

六
七

都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係

省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

二
五
166

二

六
八

駐
車
場
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
五
166

一
一

六
九

景
観
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
五
166

一
三

〇
環

境

省

二
二

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生

動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
四

二

〇
防

衛

省

一
〇

自
衛
隊
法
施
行
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
四

四

一
一

防
衛
省
職
員
給
与
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

三
一

二

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
国
家
公
安
委
員
会

八

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に

係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児

童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安

委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
す

る
規
則

九

七

〇
原
子
力
規
制
委
員
会

四

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

九

七

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

一

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
特
定
船
舶
の
入
港
禁
止
措

置
に
関
す
る
特
別
の
事
情
に

つ
い
て

四
特9

一

〇
内

閣

府

一
五
九

教
育
・
保
育
及
び
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
整
備
並
び
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
給
付
及
び

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針

二
148

J
P
I

一
六
〇

一
六
一

総
合
特
別
区
域
の
区
域
を
変

更
し
た
件

一
〇

二

一
六
二
e

一
六
八

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を

認
定
し
た
件

一
一
156

六
二

一
六
九

一
七
〇

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の

変
更
を
認
定
し
た
件

一
一
156

六
三

一
七
一
e

一
八
六

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の

認
定
を
取
り
消
し
た
件

一
一
156

六
三

一
八
七
e

二
一
〇

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た

件

一
一
156

六
四

二
一
一
e

二
三
四

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
認

定
し
た
件

一
一
156

六
七

二
三
五

総
合
特
別
区
域
計
画
を
認
定

し
た
件

一
一
156

六
九

二
三
六
e

二
四
二

総
合
特
別
区
域
計
画
の
変
更

を
認
定
し
た
件

一
一
156

六
九

二
四
三

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
二

十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
特

定
販
売
施
設
及
び
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
施
設
を
指
定
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
五
158

一

〇
内
閣
府
、
財
務
省

五

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

三

一

〇
内

閣

府
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省

二

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学

大
臣
と
厚
生
労
働
大
臣
と
が

協
議
し
て
定
め
る
施
設
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
全
部
を
改
正
す
る
件

三
一
171

五

〇
内
閣
府
、
経
済
産
業
省

五

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

三
十
九
条
の
二
十
八
の
二
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
定

投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契

約
を
指
定
し
た
件

四
151

一
〇

〇
宮

内

庁

八

平
成
二
十
七
年
歌
会
始
お
題

「
本
」
の
詠
進
歌
の
選
者
が

定
め
ら
れ
た
件

一

二

九

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
宮
城
県

へ
、
引
き
続
き
、
那
須
御
用

邸
へ
行
幸
啓
に
な
る
件

九

七

〇
公
正
取
引
委
員
会
、

消

費

者

庁

四

家
庭
電
気
製
品
小
売
業
に
お

け
る
表
示
に
関
す
る
公
正
競

争
規
約
の
一
部
変
更
を
認
定

し
た
件

二
五
166

一
三

〇
国
家
公
安
委
員
会

三
二

ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
の
住

所
及
び
ダ
ン
ス
教
授
講
習
に

係
る
事
務
を
行
う
事
務
所
の

所
在
地
の
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

一
一

二

三
三

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
適
格
都
道
府

県
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
行
っ

た
件

一
八

二

三
四

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

二
五

二

三
五

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

二
五

二

〇
金

融

庁

四
一

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一

二

四
二

貸
金
業
法
施
行
令
第
一
条
の

二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き

短
資
業
者
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

八

二

〇
復

興

庁

三
二
e

六
六

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
を

指
定
し
た
件

三
〇

一

〇
総

務

省

二
二
一

誘
導
式
読
み
書
き
通
信
設
備

の
型
式
を
指
定
し
た
件

一
147

三
九

›
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